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はじめに 
障がいiのある子どもを育てる母親にとって，周囲からのサポートは重要である。行政に

よる出産後の最初のサポートとしては，平成 26 年から実施されている「乳児家庭全戸訪

問事業(通称：こんにちは赤ちゃん事業)」が挙げられる。この事業は，生後４ヶ月までの乳

児のいるすべての家庭(里親家庭及び小規模住居型児童養育事業を含む。)を訪問し，(１)育
児に関する不安や悩みの傾聴・相談，(２)子育て支援に関する情報提供，(３)乳児及びその

保護者の心身の様子及び養育環境の把握，(４)支援が必要な家庭に対する提供サービスの

検討，関係機関との連絡調整などの支援を行っている。訪問者は，保健師，助産師，看護

師などの医療系有資格者以外に，保育士，母子保健推進員，愛育班員，児童委員，母親ク

ラブ，子育て経験者らも登用され，研修を受けたうえで訪問活動を行っている。 
また，同様の障がい児を育てている保護者である“仲間”によるサポートも重要な役割を

果たしている。東村(2006)は，地域の障がい児親の会の意義として，①親の多様な経験が

グループとして蓄えられ，アドバイスに生かされていること，②親にとって必要な時に頼

れる「基地」となっていること，③外部の親にも情報を発信し，親と関係者をつなぐ取り

組みを行っている点に有用性を見出した。石本ら(2008)は，専門機関よりも同様の障がい

児を育てている母親や家族などの身近な人からのサポートが有用であると母親らが認知し

ていたことを明らかにした。 
行政と家族会によるサポートが充実することは，障がい児の母親にとっては，非常に有

用である。行政と家族会との連携活動は各地域で展開されている。例えば，岡山市では，

「ともに育むネットワーク(ともネット)」がある。岡山市保健所健康づくり課母子歯科保

健係が中心となって，さまざまな障がいや病気をもった子どもを育んでいる岡山市内の保

護者のグループ(自主的に構成しているゆるやかなネットワーク)で，グループ相互の理解
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と交流により共に協力して子どもを健やかに育てることを目的としており，2か月に1回，

構成する団体が参加して勉強会や交流のための会合を開くほか，グループ紹介のための展

示や，講演会，シンポジウムも開催している。 
そこで，本研究では，これまでの研究において障がい児の子育てをする仲間によるサポ

ート体制をどのようにとらえているのかを整理し，障がい児の母親に対するピアサポート

の有用性について検討する。「ピアサポート」とは「ピア(peer)」=「仲間」によるサポート

のことであり，アルコール依存や精神障がい者によるサポート活動や，教育分野における

小中学生によるサポート活動などが展開されている。本研究における「ピアサポート」や

その他の類するものは，障がい児を育てている母親によるサポート活動として位置付ける。 
 

方法 
「科学技術情報発信・流通総合システム」(J-STAGE)を用いて文献検索を行った。障が

い児の親による「ピアサポート」「ピアカウンセリング」など，さまざな表現で研究を行っ

ているため，まずはどのような用語で研究しているのかを整理した。最終確認は，2022 年

1 月 15 日であった。発表期間を 2011 年から 2021 年までの 10 年間とし，検索条件とし

て全文の検索キーワードで「障害児」＋「ピアサポート」，その他では「ジャーナル」「日

本語」「査読あり」「人文・社会科学系」「医学・保健衛生系」を設定した。同様に，検索キ

ーワードを「障害児」＋「ピアカウンセリング」，「障害児」＋「ペアレン・トメンター」

などの類似用語で調べた。なお，内容は同じ障がい児を育てている母親によるサポート活

動のものを抽出した。 
また，用いられている言葉について定義しているものや，有用性について言及している

ものについても調べた。 
 

結果 
同じ障がいを持つ先輩の母親による支援活動については，Table1 の通りであった。 
「ペアレント・メンター」という用語を用いた研究では，発達障がい児を育てている親

が研修を受けて信頼できる相談相手として役割を担うことを示している。この研修は日本

ペアレント・メンター協会や親の会，行政などが展開しており，統一した資格ではない。

原口ら(2015)は，  
「ピアサポート」と「ピアカウンセリング」については，明確に定義をしているものは

なかったが，障がい児を育てている先輩の母親による傾聴を中心とした活動を示している

ものが多かった。 
「ピアサポート」「ピアカウンセリング」「ペアレント・メンター」という名称によるサ

ポート活動は，いずれも有用であったという内容が多かった。 
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有用性について言及しているもの 支援活動名称別，年代順

支援活動
の名称 提唱者 支援活動の定義 

支援者側の
資格・研修
等の記載 

有用であった内容 

ピアサポ
ート 
 

山 本 ら
(2012) 記載なし 記載なし 問題が対処可能なものと

感じられるようになる 
廣 田 ら
(2012) 記載なし 記載なし 養育者の精神的フォロー 

古 谷 ら
(2016) 記載なし 記載なし 

子どもの重症度が高いほ
ど身体的負担感は増すが，
その分ピアサポートなど
で支え合う 

松 井 ら
(2016) 

同じ悩みを持つ母
親 記載なし 

ロールモデルに出会い，支
えあうことで障がい児の
子育ての適応を促し，自ら
ロールモデルへと成長 

萩 原 ら
(2019) 記載なし 記載なし 

孤独への回避につながっ
たり，安心感や落ち着きを
与えてくれる 

藤 原
(2019) 記載なし 記載なし 

同じ障がい児の母親によ
る育児や家族計画に関す
る情報交換 

加 藤 ら
(2020) 当事者会 記載なし 

生きづらさの共有，障がい
特性を意識しながら社会
の中でどのように振る舞
うかを具体的に話し合う 

有 田 ら
(2020) 

同じ障がいのある
子どもをもつ親の
会等 

記載なし 
互いに経験を語り合い，気
軽に相談をし合うことが
できる場を求めている 

ピアカウ
ンセリン
グ 
 

東 村
(2006) 

仲間同士のカウン
セリング 記載なし 

多様な経験によるアドバ
イス，頼れｄる「基地」，外
部とつなぐ役割 

河 津 ら
(2014) 記載なし 記載なし 

ストレスの強い母親は，胎
児検査中やその後に相談
希望 

井 上 ら
(2020) 記載なし 記載なし 障がいを持っている母親

同士の出会い 
西 方 ら
(2020) 

同じ障がい児の母
親 記載なし 

同じ経験を持つ仲間がア
イデンティティ獲得のた
めの支持基盤となった 

ペアレン
ト・メン
ター 

 

原 口 ら
(2015) 

自身が発達障がい
のある子どもをも
ち，一定の研修を
受け，同じような
発達障がいのある
子どもをもつ親に
対する支援 

るペアレン
ト・メンター
養成研修 

相談技術をもった親は地
域における家族支援の大
事な資源だが，養成研修の
内容が統一されていなあ
ったり，研修後のメンター
の活動が少ない。 

虫 明 ら
(2016) 同じ経験のある親 記載なし 母親の障がい受容を促進 

西 嶋 ら
(2019) 

発達障がい児を持
つ親がトレーニン
グを受け，支援す
る 

自閉症協会
や発達障害
者支援セン
ターの研修 

就学前の親が相談を希望
することが多い。相談をす
る親は将来メンター役割
を希望している。 
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検索キーワードによる文献数については，Figure1 のようになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

検索結果 年から 年まで

 
考察 

表現の違いがあるものの，障がい児を育てている母親にとって，同じ障がい児を育てて

いる母親からのサポートは有用であるという内容で研究報告がまとめられており，母親同

士のサポートが否定的であるという報告はなかった。 
「ペアレント・メンター」という役割を担うための研修制度は複数の団体で行われてい

るが，研修内容が団体間で統一されていないため，内容が充分であるかどうかが不明であ

る。また，発達障がい(自閉症)に限定した認定制度であるため，他の障がいや難病のある者

への活用が難しい。 
一方，「ピアサポート」「ピアカウンセリング」という名称については，障がい種を特定

しているものではなく，幅広く使われている。しかし，研修制度はほとんど確立されてい

ない。一部の団体では，難病患者の家族や支援者を対象にした研修を実施している。岡山

県内での研修としては，公益社団法人岡山県健康づくり財団 岡山県難病・相談支援セン

ターにおいて「ピア・サポート研修会」と称して，初級コースと中級コースを実施してい

る。またその延長上に，別団体である岡山県難病団体連絡協議会が上級コースを実施して

いる。また，日本ダウン症協会では「相談員」という名称で，高校生以上のダウン症のあ

る子どもを育てている親を対象に年 1 回，1 泊 2 日の研修を行い，電話相談などの対応を

実施している。 
以上の結果からは親から親への支援について否定的なものはなかったが，「ママ友」文化

においては否定的な場面が露見しやすい。井梅ら(2014)は，約 30％の母親がママ友との関

係でトラブルを経験しており，トラブルを経験していない群と比べて，子育て不安や負担

感が有意に高く，対人関係の様相が不安定であることを明らかにしている。さらに木田ら

(2020)は，ママ友の存在がポジティブになったりネガティブになったりして安定した関係

性ではないことを示唆した。したがって，単なる「ママ友」ではなく，支援が必要な子ど

もの子育てをサポートする役割としてしっかりと位置付けておくことが望ましいと考えら
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れる。しかし，いずれにしてもメリットとデメリットがあり，デメリットが発生しないシ

ステム作りが必要である。 
障がい児を育てる親にとっては，専門機関だけではなく，仲間によるピアサポートは非

常に有用であると考えられる。しかし，サポート関係が単なるママ友になってしまうと，

不安を増加さえ，団体からの脱退をする機会となり，孤立を深めることにつながる懸念が

ある。安定した支援体制を整えるのは家族会任せでは難しいため，Table2 のように専門機

関や行政側が家族会と連携し，一定のスキルを身に着けるための研修体制を整えることが

必要である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ピアサポート活動を支えるシステムイメージ
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i 本研究では，「障害」の漢字を使用せず「障がい」と表記する。 
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